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234

自己点検
（使途の把握水
準や見直しの余

地等）

　警察活動を行う上で警察情報の的確な伝達は必要不可欠であることから、本事業は継続して実施する必要がある。
　本事業に係る契約については、地方機関に予算配賦して執行しているが、当庁では、その調達状況について報告を
求めており、支出先については把握している。なお、翌年度へ繰越している経費の支出先については、今後報告を求め
ていくこととする。
　また、予算要求に際して、契約実績額や市場調査に基づく金額や内容の精査を行っているほか、契約案件の都度、仕
様の見直し・点検や競争性を高めるための契約方式の検討を行っている。また、過去の調達実績の反映等を図ってお
り、今後とも引き続き実施する。

資金の流れ
／

費目・使途
別紙のとおり

A.　関東管区警察局

費　目 使　途
金　額
(百万円）

予算配賦
通信指令施設の更新整備に要す
る経費

総事業費(執行ベース) - - 323

執行率 - - 11%

23年度要求

予算額(補正後） - - 3,050 1,734 －

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度

執行額 - - 323

事業概要
（5行程度以内）

　110番通報に迅速かつ的確に対応するため、直ちに通報内容を警察署等に伝え、パトカーや交番等の地域警察官を
現場に急行させるとともに、必要に応じて緊急配備の発令等を行うための施設である通信指令施設を整備する。

実施状況 　経年により老朽化した通信指令施設について更新を実施したが、一部については翌年度へ繰り越している。

会計区分 一般会計 上位事業 警察通信

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

警察法第37条第１項第３号
警察法施行令第２条第３号

関係する計
画、通知等

－

作成責任者

担当部局庁 警察庁 担当課室 通信施設課
通信施設課長
牛田克己

行政事業レビューシート　サブシート

事業番号 補正　３-５

予算事業名 通信指令施設の更新整備
事業開始
年度

－



警察庁
３２３百万円

通信指令施設の更新整備に必要な資機材等の購入及
び機器設置工事に要する予算を配賦

【事業番号 補正 ３－５】

通信指令施設の更新整備 資金の流れ

【予算配賦】

通信指令施設の更
新整備に必要な経費
を支出

関東管区警察局
２３４百万円

各管区警察局等
（１機関）
８９百万円

Ａ.管区警察局等情報通信部

Ｂ.民間会社

＜物品購入等＞

【一般競争入札（総合評価
落札方式）】

Ｄ.民間会社
（１者）
１百万円

【予算配賦】

埼玉県情報通信部
１百万円

Ｃ.府県方面情報通信部

通信指令施設の更
新整備に必要な資
機材の納入及び機
器設置工事の実施

通信指令施設の更新整備に必
要な経費を支出

＜物品購入等＞
【一般競争入札（総合評価

落札方式）】

Ｂ.民間会社
（３者）

２３３百万円

通信指令施設の更
新整備に必要な資
機材の納入及び機
器設置工事の実施



Ａブロック以外
の支出先等
（１枚目に収ま
らない場合）

【Ａ．上位１０者の支出先】

支出先 内　容
金　額
(百万円）

支出先 内　容
金　額
(百万円）

関東管区
警察局

予算配賦 234

九州管区
警察局

予算配賦 89

B.　株式会社日立製作所 【Ｂ.　上位１０者の支出先】

費　目 使　途
金　額
(百万円）

支出先 内　容
金　額
(百万円）

物品購入費 埼玉県警察本部用指令通信装置 117 (株)日立製作所 埼玉県警察本部用指令通信装置 116

日本電気(株) 静岡県警察本部用指令通信装置 114

日立バッテリー
販売サービス(株)

直流電源装置(SR48V50-
44T2M500)　１個

3

計 117

Ｃ.　埼玉県情報通信部 【Ｃ.　上位１０者の支出先】

費　目 使　途
金　額
(百万円）

支出先 内　容
金　額
(百万円）

予算配賦
通信指令施設の更新整備に要す
る経費

1
埼玉県情報
通信部

予算配賦 1

計 1



Ａブロック以外
の支出先等
（１枚目に収ま
らない場合）

Ｄ.　株式会社日立製作所 【Ｄ.　上位１０者の支出先】

Ｅ.　 【Ｅ.　上位１０者の支出先】

Ｆ.　 【Ｆ.　上位１０者の支出先】

計 0

費　目 使　途
金　額
(百万円）

支出先 内　容
金　額
(百万円）

計 0

費　目 使　途
金　額
(百万円）

支出先 内　容
金　額
(百万円）

計 1

1 ㈱日立製作所
埼玉県警察本部用指令通信装置
借料

1

費　目 使　途
金　額
(百万円）

支出先 内　容
金　額
(百万円）

雑役務費
埼玉県警察本部用指令通信装置
借料


